
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ご予約・お問合せ＞ 雲南市木次経済文化会館チェリヴァホール(JR木次駅前/無料駐車場完備) 

電話：( 0854 ) 42－1155 FAX：( 0854 ) 42－1251 住所：雲南市木次町里方 55 

出演：岸恵子、池部良、八千草薫（1957年(133分)） 

出演：佐久間良子、河原崎長一郎（1963年(137分)） 出演：岩下志麻、田村高広、伊藤雄之助（1964年(163分) 

 

主催：株式会社キラキラ雲南/文化庁/東京国立近代美術館フィルムセンター  特別協賛：木下グループ 協力：株式会社オーエムシー 

各日無料託児サービス有 

申込締切：1/18(木) 

出演：山本富士子、上原謙、川崎敬三（1936年(104分)） 

原作／水上勉  監督／田坂具隆 

 

原作／山本周五郎  監督／野村芳太郎 

 

原作／沢野久雄  監督／吉村公三郎 

 

原作／川端康成  監督／豊田四郎 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お名前       お電話番号 (     )   － 

ご住所 (〒   －      )               

〇入場料： 一日 500円(同日 2作品見ることが出来ます) 

高校生以下 無料 ※全席自由 

〇会場 ：雲南市木次経済文化会館チェリヴァホール(雲南市木次町里方 55)  

 

昼の部( ～) / 夜の部( ～) 

一般 円 枚 

会員 円 枚 

ペア券 円 ※会員様限定・前売のみ 組 

シニア( 歳以上)・小中高生 円 枚 

合計金額 円 

 

前売りチケット予約注文票 
この申込用紙を上映前日までにＦＡＸでお送りください。 

当日、チケットをお渡しいたします。 

 

【夜の河】(1956 年/104 分) 吉村公三郎監督はすでに戦前の名作『暖流』（1939）で、従来の日本映画にはほとんど登場

しなかったタイプの、主体的で理知的なヒロインを描いているが、山本富士子が演じる舟木きわも、その延長線上に位置

する存在といえるだろう。舞台は伝統的な京染めの世界である。カメラマンの宮川一夫が、当時の京都の景色を美しくと

らえており、山本の魅力を引き出すために色彩をグレーに絞った効果も発揮されている。愛する男の妻が病死、その死を

待っていたかのような自分が許せない主人公。そして自ら選んだ別れがくる。その一種決然とした生き方は、彼女が旧い

世界の住人であることを感じさせない。「誇り高き女」であり、山本富士子は本作を契機にトップ・スターの道を歩み始

めた。なお、この当時は日本映画の色彩化への過渡期にあたり、吉村監督にとっても初めてのカラー作品、夜汽車の漆黒

の窓を流れていく赤いネオンサインなどに見られるように随所に色彩の工夫を見せる。「キネマ旬報」ベストテン第 2 位。 

 

【雪国】(1957 年/133 分)「国境の長いトンネルを抜けると雪国であった」という有名な冒頭ではじまる川端康成の不朽

の名作小説を映画化したもので、文芸映画を得意とした豊田四郎が監督した。日本画家の島村（池部良）は、戦争へと突

き進む暗い世相のなかで、1 年前に越後湯沢の温泉場で逢った芸者・駒子のことが忘れられず、再びその温泉場を訪れる。

二人は互いに惹かれ合うが、駒子には義母とその息子を養うため旦那を持っており、島村は東京に妻子がいた・・・。徐々

に惹かれ合ってゆく島村と駒子の心理が、熟練した豊田四郎の細やかな演出で表現される。また、雪国の空気と生活感が

にじみでる映画美術も、本作を格調高いものにしている。岸惠子は本作の製作中に、フランス人映画監督のイヴ・シャン

ピとの婚約を発表して時の人となり、封切と時を同じくしてフランスへ旅立った。原作小説は 1965 年にも、岩下志麻・

木村功主演で再映画化されている。 
 

【五番町夕霧楼】(1963 年/137 分) 田坂具隆監督は戦前からのキャリアをもつ名匠の一人であり、『路傍の石』、『五人の

斥候兵』（ともに 1938）などの名作で広く知られている。地味ではあるが、堅実な作風はかねてから定評のあるところで

あるが、この作品においてもその長所を随所で認めることができるだろう。遊郭の佇まいや内部の造りなど、物語の背景

に対して、田坂監督ならではの配慮がなされており、表現に厚みをくわえている点も見逃すことはできない。脚本家の鈴

木尚之によれば、旦那と恋人のあいだで揺れる女の身体と心を描く官能的な場面の演出に先立ち、田坂は主演の佐久間良

子に丁寧なメモ書きを与え、長く対話することで主人公の気持ちをすくいあげた演技指導をしたという。善良な遊郭の女

将や娼妓といった設定は、この場合、意図的なものであり、そのことによって主人公、夕子の薄幸がより純粋に、観客に

印象づけられるといえるだろう。「キネマ旬報」ベストテン第 3 位。 

 

【五瓣の椿】(1964 年/163 分) 山本周五郎の同名小説を井手雅人が脚色し、川又昂が撮影、野村芳太郎が監督にあたっ

た文芸大作。父の恨みを晴らすために、好色な母と関係した男達を誘惑し、一人ずつ殺害していく娘おしのの復讐を描く。

その男たちは、三味線引き蝶太夫、婦人科医、札差屋の伜、芝居茶屋の出方、袋問屋の主人とさまざまだが、死体の傍ら

にはつねに一輪の椿が残されていた。この陰惨な物語を、岩下志麻は内に気丈さと気品を湛えた演技で好演し、代表作の

一つとした。また、この作品の場合、松竹映画を支えてきた技術陣の力も見逃すことはできない。とくに、主人公の心理

描写に赤、白、黒の色彩を効果的かつ象徴的に用いた独自の撮影は、川又昂カメラマンの力量を発揮したものであった。 

 

 

作品名 枚数 合計金額 

27 日(土) 夜の河・雪国   

28 日(日) 五番町夕霧楼・五瓣の椿   

合計   

 

 

前売りチケット予約注文票 
この申込用紙を上映前日までにＦＡＸでお送りください。 

当日、チケットをお渡しいたします。 

 

★無料託児サービス申込★申込締切 1/18(木) 

希望日：1/27午前 午後・1/28午前 午後 

お名前 年齢 性別 

   

   

 


